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オールジャパンで
“下町プラットフォーム”をつくる

本の成長戦略を実現するた

めには、中小企業の力は必

要不可欠です。その市場も、もはや国

内に限っている時代ではない。そこで

今、新たな市場として注目されている

のが、欧米でもない、インドネシアや

ベトナムなどの開発途上国です。

　この数年で国内でも海外への事業

展開に関心を示している中小企業が

急増し、途上国側も日本の高い技術

力やきめ細やかなサービスを求めて

います。途上国でビジネスパートナー

を見つけ、自社が培ってきたノウハウ

を活用して現地の課題解決に貢献す

る。それが新たなビジネスモデルの

一つとして確立する日も、そう遠くは

ないかもしれません。しかし現状、そ

のマッチングがうまくできていないの

が、一番の問題ではないでしょうか。

　日本も政府レベルでさまざまなサ

ポートを始めていますが、どこに行け

ば情報が得られるのか、どの組織に

相談するのが適切なのかが分かりに

くい状態です。縦割りで情報共有が

うまくできていないように感じます。

　そこで強みを発揮すべきなのが

JICAです。ぜひここは、日本の中小企

業の海外展開支援の旗振り役となっ

てほしい。“下町プラットフォーム”とで

も言いましょうか。途上国の現場に

人がいて、情報やネットワークを持っ

ているJICAが中心となり、現地の日

本大使館、日本の地方自治体などを

まとめて、強い日本をつくっていって

ほしいと思います。

ュース番組のメーンキャスタ

ーとして、16年間にわたり、

国内外のさまざまなビジネスの現場

を見てきました。それぞれの国、それ

ぞれの会社に強みはありますが、そ

の中でも日本にはどこにも負けない

オンリーワンの技術があふれている

と実感します。私たちが便利な生活

を送ることができているのも、小さ

な町工場から生まれた技術のおかげ

ということも少なくありません。

　そんな日本の中小企業の技術が海

外、最近は特に東アジアなどの開発

途上国で必要とされています。それに

も関わらず、どう市場を開拓すべきか

分からず、足踏みをしていることは非

常にもったいないと感じます。日本経

済をこれから盛り上げていくために

も、中小企業が新たな挑戦をする時

代に差し掛かっています。

　私は、その仲介ができるのがJICA

ではないかと思っています。途上国

での活動を通じて蓄積してきた情報

やネットワークを、中小企業の海外展

開支援にぜひ生かしていただきたい。

海外でのビジネスは全てにおいて勝

手が違いますから、JICAという後ろ

盾があれば安心です。中小企業の皆

さんが求めているのは、まさにそこで

はないでしょうか。

　私も取材で培ったネットワークを

生かし、これからはアジアと日本がビ

ジネスを通じてつながり合えるよう

なお手伝いができればと思っていま

す。
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ビジネスでアジアとの
つながりを切り開く

日 ニ
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